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「鬼は外！ 福は内！」
境内に元気な声が響きました
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２月３日は節分――邪気をはらう“豆まき”が行われる日です。休
日と重なった今年は、子どもたちに伝統行事を体験してもらおう
と大神宮と村松山虚空蔵堂で村観光協会が主催する「子ども豆ま
き節分会」が開催されました。拝殿では、厳粛な雰囲気の中でご
祈
き と う

祷が行われ、緊張した面持ちを見せていた子どもたちですが、
力いっぱい豆をまき始めると元気な声が飛び交いました。「ご祈
祷は間違わずにできるか心配だったけど楽しかった」「豆まきをな
ぜするか教えてもらえてよかった」などとうれしそうに話す子ども
たち――日本の伝統行事を体感するひとときとなったようです。



　気象庁では、３月７日（木）から、津波警報･注意報について表現方法や発表する数値を改善した新た
な基準での運用を開始します。内容を確認するとともに、津波ハザードマップを利用して津波の正しい
知識を身に付け、日ごろから家族で避難所や避難ルートを確かめておきましょう。※津波ハザードマッ
プは、１月下旬ごろ全戸配布したほか、総合案内（役場行政棟１階）、各コミュニティセンター、村公式
ホームページで入手できます。

津波警報･注意報の分類ととるべき行動

予想される津波の高さ
とるべき行動発表する値

（予想される高さ）
巨大地震の
場合の表現

10ｍ超
（10ｍ以上）

巨　　大 沿岸部や川沿いにいる
人は直ちに高台へ避難
してください。津波は
繰り返し襲ってくるの
で、警報が解除される
まで安全な場所から離
れないでください。

10ｍ
（５～ 10ｍ）

５ｍ
（３～５ｍ）

３ｍ
（１～３ｍ） 高　　い

１ｍ
（20㎝～１ｍ） ――

海の中にいる人は直ちに
海から上がり、海岸から
離れてください。注意報
が解除されるまで海に
入ったり海岸に近づい
たりしないでください。

※震源が陸地に近い場合は、津波警報が津波の襲来に間に合
わない場合があります。“揺れたら避難”を徹底しましょう。

○警報･注意報の発表
　津波が予想される場合、地震発生
後、約３分で「大津波警報」「津波警
報」「津波注意報」を出します。
○予想される津波の高さ
　予想される津波の高さは５段階で
表現します（これまでの８段階から
５段階に変更）。※３ｍから５ｍま
での間の津波が予想されたら「予想
される津波の高さは５ｍ」と発表し
ます。
○巨大地震の場合
　地震が巨大な場合、規模をすぐに
把握できないため、その海域の最大
級の津波を想定し、「巨大」「高い」と
いう言葉で表現します（新たに導入
される基準）。

大
津
波
警
報

津
波
警
報

津
波
注
意
報

●問い合わせ●水戸地方気象台
防災業務課（☎224-1106）

三重県菰野町社会福祉協議会と村社会福祉協議会で
「災害時における相互応援協定」を締結しました

　２月１日、総合福祉センター「絆」で、三重県菰
こ も の

野町社会福祉協
議会（会長･筒井峯

み ね お

郎さん）と東海村社会福祉協議会（会長･黒羽根
弘
ひ ろ い ち

一さん）が「災害時における相互応援協定」を締結しました。こ
れは村と菰野町が同協定を結んだことをきっかけに、社会福祉協
議会間でも効率的･効果的な活動ができるようにと締結したもの。
協定には、災害時にボランティアセンター等の設置･運営に必要
な職員を派遣することや、社会福祉協議会の活動･機能確保のた
めに必要な資機材等を提供することなどが盛り込まれています。
問い合わせ▼東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

【左から】菰野町長（石原正敬さん）、菰野町社会
福祉協議会会長（筒井峯郎さん）、東海村社会
福祉協議会会長（黒羽根弘一さん）、東海村長

津波予報について

津波警報･注意報の新しい基準をご確認ください
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自
殺
は
現
代
社
会
の
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
県
内
で
も
年
間
約

７
０
０
人
も
の
方
が
自
ら
命
を
絶
つ
と

い
う
深
刻
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
自
殺

は“
孤
立
の
病
”と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
、
県
や
市
町
村
、
各
種
団
体

等
が
連
携
を
図
り
、「
つ
な
が
る“
わ
”･

さ
さ
え
る“
わ
”茨
城
い
の
ち
の
絆
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
は
、
周
囲
の
方
々
と
の
絆
を
回

復
す
る
こ
と
が
予
防
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
心
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人

が
い
た
ら
、声
を
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
村
で
は
、
精
神
保
健
福
祉
士

等
に
よ
る
心
の
健
康

相
談
を
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
１
人
で
悩

み
事
を
抱
え
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
周
囲
に
心
配
な

方
が
い
る
な
ど
、
気

付
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ	

な
ご
み･

総
合
支
援

セ
ン
タ
ー（
☎
287
局
２
５
２
５
）

３
月
は

茨
城
県
自
殺
防
止
月
間
で
す

  「つながる“わ”･ささえる“わ”
茨
城
い
の
ち
の
絆
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」実
施
中

消すまでは 出ない行かない 離れない

火災予防運動とは･･･

　火災が発生しやすい時季を迎
えるに当たり、火災予防思想の
一層の普及を図るとともに、火
災の発生を防止し、火災による
高齢者等を中心とした死者の減
少や財産の損失を防ぐことを目
的としています。毎年、消防記
念日（３月７日）を最終日として
１週間実施しています。

 春季全国火災予防運動　３月１日～７日 

【出火原因】

問い合わせ	 ひたちなか･東海広域事務組合消防本部予防課（☎271-0735）

東
海
村
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
を
実
施
し
ま
す

　

任
期
満
了
に
伴
う
東
海
村
農
業
委
員
会
委
員

一
般
選
挙
を
実
施
し
ま
す
。

　
　

投
票
日
時
等

■
告
示
日 

３
月
12
日（
火
）

■
投
票
日 

３
月
17
日（
日
）

■
投
票
時
間 

午
前
７
時
～
午
後
６
時

　
　

選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

　

11
人

　
　

投
票
で
き
る
方

　

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
等

の
一
定
の
要
件
を
満
た
し
、
平
成
24
年
３
月
31

日
に
確
定
し
た「
東
海
村
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
」に
登
載
さ
れ
て
い
る
方	

※
該
当
す

る
方
に
は
、「
投
票
所
入
場
整
理
券
」を
３
月
13

日（
水
）に
郵
送
し
ま
す
。な
お
、無
投
票
と
な
っ

た
場
合
は
、
防
災
行
政
無
線
、
村
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
、「
投
票
所
入
場
整
理

券
」の
郵
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
　

期
日
前
投
票

■
期　
　

間 

３
月
13
日（
水
）
～
16
日（
土
）

■
投
票
時
間 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

■
投
票
場
所 

２
０
３
委
員
会
室（
役
場
２
階
）

　
　

問
い
合
わ
せ

　

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内	

☎
282

局
１
７
１
１	

内
線
１
３
１
３
）

平成24年の村内の火災発生状況

【火災種別】

建　物 ４件

林　野 １件

車　両 ３件

その他 ７件

　平成24年中に、村内では15件の火災が発生しています。
前年と比較すると５件減少しており、出火原因は放火の疑い
が最も多くなっています。

放火の疑い（４件）

たき火（２件）
配線器具（１件）
電気器具（１件）焼却炉（１件）

不明･調査中（２件）

その他（４件）
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●一人ひとりの思いを込めた「立志式」
２月１日、村立中学校の２年生372人が東海文化セン
ターでそれぞれが志を立てる「立志式」に臨みました。
立志式実行委員会委員長の持

も ち ま る

丸一
い っ し ん

心さん（東海中学校）
は「人の役に立ち、人生を味わい深いものにしたい」と
あいさつ。また、「東日本大震災の時に、暗闇の中で
見た星空に感動して地学に興味を持つようになった」
など、これまでの体験から感じたことや将来の夢、目
標などを映像や劇等で学校ごとに発表――最後は両校
合同の合唱で力強い歌声を披露し、来場した両親等に
向けてこれまでの感謝の気持ちを表現しました。

●東海南中学校の生徒が雪かきボランティア

猪苗代町立さくら子ども園では、雪で作った滑り台
のお礼に手作りのしおりが手渡されました。

会津若松市内の仮設住宅では、吹雪の中で雪かき作業を行いました。

１月25日、東海南中学校（野沢恵子校長）の１年生192人が福
島県会津若松市内の仮設住宅等で雪かきなどのボランティ
ア活動を行いました。これは、避難生活の実態を知るため
に恒例のスキー学習に取り入れた新たな取り組み。「除雪
してもすぐ雪が積もってしまい大変でした」「仮設住宅での
生活が想像以上に厳しい環境だということが分かりました」

「温かい飲み物を用意してもらいとてもうれしかった」など、
雪国の苦労を実感するとともに、助け合うことの大切さや
心遣いへの喜びを感じたという生徒たち――気候の異なる
地域でのボランティア活動に多くのことを学んだようです。

１月30日、木版画家･宇田川民生さんが村長を訪問し、東日本大震
災から感じたことや福島第一原子力発電所の事故で避難している
方々と接する中で生まれた作品を寄贈しました。寄贈されたのは、
震災時に感じた“女性の力強さ”を描いた作品や“人間のエゴ”によ
り生命の危機にさらされた南国の鳥を描いたコラージュ作品など
５点。「描くことで自分自身の思いを吐き出さないと前へ進むこと
ができなかった」と話す宇田川さん――これらの作品は、震災の記
憶を風化させないため、そして震災での思いを後世に伝えるため、
村内の公共施設等で展示していく予定です。今年度は、村立図書
館で展示しますのでぜひご覧ください（９ページに関連記事）。

●木版画家･宇田川民生さんが震災で感じたことを作品に

4 ●



４月から「農地転用」や「開発行為」の
許可等を村で実施します
　村では、県で行っている事務のうち村民生
活に深く関わるものについて、村で事務を行
うための“権限移譲”を積極的に進め、手続き
期間の短縮や相談しやすい窓口対応など住民
サービスの向上を図っています。
　このたび、農業分野や都市政策分野の事務
の一部を新たに村で行うこととなりました。
これにより、村を経由して県から許可･認可等
を受けていた下表の事務について、４月から
は村が直接許可･認可等を行っていきます。な
お、主な事務の手続き等の詳細は「広報とう
かい」（３月10日号）でお知らせします。

住宅用太陽光発電システム設置費用の補助

手続きの流れが変わります

～手続き期間の短縮等、住民サービスの向上を目指します～

　平成25年度から、住宅用太陽光発電シス
テム設置費用の補助申請手続きが、これま
での“設置前の予約受け付け”から“設置後
の申請”に変わります。設置前の手続きは
必要ありませんのでご注意ください。なお、
申請方法等の詳細は「広報とうかい」（４月
10日号）、村公式ホームページに掲載を予
定しています。

●申請条件●東京電力の「受給契約のご案
内」の受給開始予定日が４月１日～平成26
年３月31日の方	※平成24年度中に設置さ
れた方でも、受給開始予定日が４月１日以降
であれば平成25年度の補助対象となります。
●受け付け開始日●４月15日（月）から
●問い合わせ●環境政策課環境保全担当
（☎282-1711	内線1451）

事務内容 関係法令 問い合わせ

農地転用（２ヘクタール以下）の許可等 農地法 農業委員会事務局
（☎282-1711	内線1437）

開発行為の許可等 都市計画法
都市政策課建築担当

（☎282-1711	内線1245）
優良宅地造成の認定 租税特別措置法

都市計画施設内の建築許可等
都市計画法 都市政策課都市整備･緑化推進担当

（☎282-1711内線1243）
都市計画事業地内の建築許可等

■農地転用（２ヘクタール以下）の許可等

⇒
これまでは…
申請→村（経由）→県

【県知事許可】

４月からは…
申請→村（農業委員会）

【会長許可】

平成25年度の申請手続きは“設置後”に変わります

■開発行為の許可等

４月からは…
申請→村（都市政策課）

【村長許可】
⇒

これまでは…
申請→村（経由）→県

【県知事許可】
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費
用
▼
無
料

原
子
力
安
全
対
策
課（
内
線
１
５
１
７
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

３
月
の「
放
射
線
に
関
す
る
相
談

コ
ー
ナ
ー
」開
設
日
の
お
知
ら
せ

　

村
で
は
、
放
射
線
に
関
す
る
疑
問
や
不

安
を
解
消
し
て
も
ら
う
た
め
、「
放
射
線

に
関
す
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
」を
開
設
し
て

い
ま
す
。

日
程
等
▼

期
日

時
間

場
所

３
月
１
日

（
金
）11:30

～

13:30
中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
月
５
日

（
火
）10:30

～
12:30
石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
月
８
日

（
金
）13:00

～

15:00
白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

３
月
13
日

（
水
）10:00

～

12:00
村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

健
康･

医
療

お知らせ ･ピック
ア
ッ
プ

役
場
の

いいいんんんふふふぉぉぉ
ょょょ

電話番号 ☎ 282-1711（代表）
ししし んんんーーーめめめ

●３月の休日診療●

受付時間 午前９時30分から午後２時まで※正午～午後１時を除きます。
期日 医療機関名 電話番号

３日（日）村立東海病院 282-2188
10日（日）茨城東病院 282-1151
17日（日）村立東海病院 282-2188
20日（水）東原クリニック 283-2301
24日（日）久慈こどもクリニック 219-7303
31日（日）石井整形外科クリニック 270-5141
救急医療機関をお探しのときは ▼毎日…
24時間対応

茨城県救急医療情報コントロールセンター
（☎241-4199）
茨城子ども救急電話相談 ▼毎日…午後６時
30分～ 11時30分▼日曜日･祝日･年末年始

（12月29日～１月３日）…午前９時～午後５時

プッシュ回線の固定電話、携帯電話から
（☎#8000）
全ての電話から（☎254-9900）

問合せ スマイルＴＯＫＡＩ事務局
（総合体育館内	☎283-1001）

●エンジョイ・ヘルスアップ（ストレッチ体操、ヨガなど）

期日 場所
８日（金）中丸コミュニティセンター
14日（木）総合福祉センター「絆」
時間 午前９時30分～11時
対象 村内在住で40歳以上65歳未満の方
※初めて参加する方は、事前に申し込みください。

●３月の健康体操参加者募集●

●１月の村内交通事故発生状況●

発生件数 死者数 負傷者数

件数 13 0 23
累計

（１月から） 13 0 23

前年比 －3 ±0 ＋3

●防災行政無線の内容が無料で聞けるテレホンサービス●

全ての電話から（☎0120-42-4848）

暮
ら
し

３
月
13
日

（
水
）13:00

～
15:00
保
健
セ
ン
タ
ー

特
定
疾
患･

関
節
リ
ウ
マ
チ･

精
神
疾
患

患
者
に
助
成
金
を
支
給
し
ま
す

　

特
定
疾
患（
原
因
が
不
明
で
治
療
方
法

の
確
立
し
て
い
な
い
難
病
）の
患
者
等
に

対
し
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
の
う
ち
、

月
額
４
０
０
０
円
を
上
限
に
医
療
福
祉
助

成
金
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
期
間
▼
３
月
１
日（
金
）か
ら
29
日（
金
）

ま
で	

※
土･

日
曜
日
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

対
象
▼
①
特
定
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い

る
方（「
一
般
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証｣

を
お
持
ち
で
自
己
負
担
の
あ
る
方
）②
関

節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

　

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
東
海
村
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧
を
行
っ

て
い
ま
す
。
※
名
簿
は
選
挙
の
有
無
に
か

か
わ
ら
ず
毎
年
作
成
す
る
も
の
で
す
。

期
間
▼
３
月
９
日（
土
）ま
で	

※
土･

日
曜

日
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

場
所
▼
選
挙
管
理
委
員
会（
役
場
行
政
棟

３
階
）※
土･

日
曜
日
は
夜
間
出
入
り
口

（
庁
舎
北
側
）か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

名
簿
登
載
者
▼
①
平
成
５
年
４
月
１
日
以

東
海
村
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
を
行
っ
て
い
ま
す

前
に
出
生
②
世
帯
の
耕
作
面
積
が
10

ア
ー
ル
以
上
③
年
間
の
耕
作
日
数
が
お

お
む
ね
60
日
以
上
―
―
を
満
た
す
方

東
海
村
選
挙
管
理
委
員
会（
総
務
課
内	

内
線
１
３
１
３
）

「
み
ん
な
で
す
こ
や
か
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
」を
実
施

日
時
▼
３
月
６
日（
水
） 

午
前
10
時
か
ら

（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）	

※
雨
天
時
は
中
止
し
ま
す
。

集
合
場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
方

内
容
▼
１
時
間
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
回
ヘ
ル
ス

ロ
ー
ド･

Ｄ
コ
ー
ス
）

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
飲
み
物
や
タ
オ
ル
を
持
参
の
上
、

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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と
な
り
ま
す
。
▽
受
け
付
け
の
際
に
、
簡

単
な
問
診
を
行
い
ま
す
。
▽
医
師
の
意

見
書
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
健
康
維
持
コ
ー
ス
】

【
少
人
数
コ
ー
ス
】

・

３
月
５
日（
火
）か
ら
13
日（
水
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）に
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。

…申し込み　 …問い合わせ　 …ファクシミリ　 …ホームページ　 …電子メール

③
精
神
疾
患
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

（｢
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳｣

ま
た

は｢
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通

院
）｣
を
お
持
ち
で
自
己
負
担
の
あ
る
方
）

―
―
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
村
内
在

住
の
方

必
要
書
類
等
▼
▽
申
請
書
▽
医
療
機
関

の
領
収
書（
領
収
日
が
平
成
24
年
９
月

か
ら
平
成
25
年
２
月
ま
で
の
も
の･

平

成
24
年
９
月
に
申
請
を
し
て
い
な
い
方

は
、
平
成
24
年
３
月
か
ら
の
も
の
）▽

口
座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の（
預
金

通
帳
や
カ
ー
ド
）▽
委
任
状･

印
鑑（
振

込
口
座
が
申
請
者
名
義
で
な
い
場
合
の

み
）―
―
の
ほ
か
、
①
の
方
は「
一
般
特

定
疾
患
医
療
受
給
者
証
」、
②
の
方
は

医
師
の
診
断
書（
過
去
に
助
成
金
を
受

け
た
こ
と
の
な
い
方
の
み
）、
③
の
方

は「
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」ま
た

は「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証（
精
神
通

院
）」が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・

①･

②
の
方
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
282
局
２
７
９
７
）へ
、
③
の
方
は
、

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

脳
を
刺
激
し
、
活
性
化
さ
せ
な
が
ら
筋

力
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

期
間
▼
４
月
16
日
か
ら
９
月
17
日
ま
で

（
全
て
火
曜
日	

全
18
回
）

時
間
▼
Ａ
ク
ラ
ス
…
午
前
９
時
30
分
～
10

「
脳
骨
筋
健
康
体
操
教
室
」を
開
催

「
水
中
体
操
教
室
」を
開
催

高
齢
者
の
健
康
維
持
と
障
が
い
者
の
機

能
回
復
の
た
め
の「
水
中
体
操
教
室
」を
開

催
し
ま
す
。

期
間
▼
４
月
８
日（
月
）か
ら
９
月
30
日

（
月
）ま
で（
各
全
20
回
）

時
間
等
▼
下
表
参
照

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
健
康
維
持
コ
ー
ス
…
村
内
在
住
で

65
歳
以
上
の
方	

※
月
曜
２
組
と
木
曜
２

組
は
、
ほ
か
の
組
よ
り
も
ゆ
っ
く
り
と
水

中
体
操
を
行
い
ま
す
。 

少
人
数
コ
ー
ス

…
村
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
障
が
い
が

あ
り
、
少
人
数
で
の
指
導
を
希
望
す
る
方

内
容
▼
水
中
で
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
等

参
加
費
▼
６
０
０
０
円
／
人

そ
の
他
▼
▽
障
が
い
の
あ
る
方
、
高
年
齢

の
方
、
初
め
て
参
加
す
る
方
を
優
先
し

ま
す
。
▽
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

ク
ラ
ス

時
間

定
員

月
曜
１
組

		9:30

～

10:30

各
13
人

木
曜
１
組

金
曜
１
組

土
曜
１
組

月
曜
２
組

11:00

～

12:00

各
10
人

木
曜
２
組

金
曜
２
組

各
13
人

土
曜
２
組

金
曜
３
組

13:00

～

14:00

13
人

ク
ラ
ス

曜
日

時
間

定
員

少
人
数
１
組

月

13:00

～

14:00

各
６
人

少
人
数
２
組

木

少
人
数
３
組

木

14:30

～

15:30

時
30
分	

Ｂ
ク
ラ
ス
…
午
前
11
時
～
正
午

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
で
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方	

※
高
年
齢
の
方
、
初
め
て
参
加

す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。

定
員
▼
各
ク
ラ
ス
40
人	

※
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

参
加
費
▼
１
８
０
０
円
／
人

・

２
月
28
日（
木
）か
ら
３
月
11
日（
月
）

ま
で
に
、
高
齢
者
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局

４
３
０
０
）に
お
越
し
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）。

福
祉

　

村
で
は
、
家
族
に
心
の
病
気
を
持
つ
方

が
い
る
村
内
在
住
の
方
を
対
象
に
、
不
安

や
悩
み
の
相
談
や
意
見
交
換
を
行
う「
家

族
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
▼
３
月
８
日（
金
）

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
▼
な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
287
局

２
５
２
５
）

「
Ｃ
Ｄ
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

講
座
」を
開
催

　
「
広
報
と
う
か
い
」な
ど
を
読
み
上
げ
て

録
音
し
た
音
声
デ
ー
タ
を
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
Ｃ
Ｄ
に

編
集
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

目
の
不
自
由
な
方
な
ど
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
▼
①
３
月
18
日（
月
）	

午
後
２
時
～

３
時
30
分	

②
３
月
19
日（
火
）	

午
後
７

時
～
８
時
30
分

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

受
講
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
ご
希
望
の
方
等
に
は
、
個
別
に

「
Ｃ
Ｄ
編
集
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

・

３
月
11
日（
月
）ま
で
に
、
東
海
村

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

「
え
が
お
」（
☎
283
局
４
５
３
８
）へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

精
神
保
健
福
祉
の
た
め
の

「
家
族
交
流
会
」を
開
催
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手
帳
副
読
本･

筆
記
用
具
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。▽
予
約
制
保
育
サ
ー
ビ
ス（
無

料
）が
あ
り
ま
す（
３
月
16
日
を
除
く
）。

・

３
月
11
日
参
加
希
望
の
方
と
保
育

サ
ー
ビ
ス
利
用
希
望
の
方
は
、
３
月
４

日（
月
）ま
で
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282

局
２
７
９
７
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●３月の健康相談●

場　所 保健センター（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 保健センター（☎282-2797）

●健康相談 期日･受付時間

母子健康相談
　（乳幼児身体測定、育児相談）

29日（金）
９:30～11:00
13:00～14:00

元気アップ健康相談
　（健康に関する相談）

※希望日時をご連絡
ください。

●乳幼児健診 期日･受付時間 対象児

乳児 13日（水）
13:00～13:45

平成24年10月
生まれの子

１歳６か月児 14日（木）
13:00～13:45

平成23年８月
生まれの子

３歳児 21日（木）
13:00～13:45

平成22年１月
生まれの子

２歳半歯科 22日（金）
13:00～13:45

平成22年８月
生まれの子

●乳幼児教室 期日･受付時間 対象児

赤ちゃん教室 19日（火）
13:00～13:20

平成24年12月
生まれの子

●３月の心配ごと相談･人権相談･行政相談等●

場　所 心配ごと相談所（総合福祉センター「絆」内）
問合せ 東海村社会福祉協議会（☎282-2804）

相談日 時間 相談種別

１日（金）
10:00～12:00 弁護士による相談（事前予約）

10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

８日（金）
10:00～12:00 行政書士による相談（事前予約）

10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談

15日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

22日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談･行政相談

29日（金）10:00～14:00 心配ごと相談･人権相談

毎週
月･水曜日

13:30～15:00
（祝日を除く）

心配ごと電話相談
（☎282-0917）

場　所 村民相談室（役場行政棟２階）
問合せ 自治推進課村民相談室（内線1275）

●ニート相談（☎287-0862）

期　日 毎週火･金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～５時

●女性生活相談（☎287-0863）

期　日 毎週月･水･木曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●消費生活相談（☎287-0858）

期　日 毎週月～金曜日（祝日を除く）
時　間 午前９時～正午、午後１時～４時

●ニート相談･女性生活相談･消費生活相談●

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽ら

く
ら
く
ち
ゃ

楽
茶
の
間ま

が
、
村
か
ら

の
委
託
を
受
け
て
行
っ
て
い
る「
生
き
が

い
づ
く
り
支
援
事
業
」。
健
康
体
操
や
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
皆
さ
ん
も

楽
し
く
仲
間
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼

「
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
事
業
」を
開
催

３
月
８
日

（
金
）

３
月
５
日

（
火
）

３
月
１
日

（
金
）

期
日

豊
岡
区
自
治
集
会
所

白
方
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

真
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

外
宿
２
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

場
所

３
月
26
日

（
火
）

３
月
22
日

（
金
）

３
月
19
日

（
火
）

３
月
15
日

（
金
）

３
月
12
日

（
火
）

舟
石
川
中
丸
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

白
方
区
自
治
集
会
所

内
宿
１
区
自
治
集
会
所

中
丸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

百
塚
区
自
治
集
会
所

石
神
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

村
松
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

豊
白
区
自
治
集
会
所

舟
石
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ご
み･

総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

対
象
▼
村
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
方

参
加
費
▼
３
５
０
円
／
回（
昼
食
代
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
楽
楽
茶
の
間
事
務
局（
☎

282
局
２
３
３
４
）※
火･

金
曜
日
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子
育
て

妊
婦
の
た
め
の「
ハ
ロ
ー
ベ
ビ
ー

ス
ク
ー
ル
」を
開
催

　

妊
娠･

出
産･

育
児

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や

悩
み
を
相
談
し
た
り

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
程
等
▼
下
表
参
照

場
所
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

参
加
費
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
母
子
健
康
手
帳･

母
子
健
康

日時 内容
３月11日（月）
９:30 ～ 13:00
※エプロン･三角巾
をご持参ください。

助産師を交えた交流、
栄養の話と調理実習

３月15日（金）
13:30 ～ 16:00

出産と産後の生活、
母と子の歯の健康、
マタニティシートベ
ルトについてなど

３月16日（土）
９:20 ～ 12:00
※エプロンをご持参
ください。

赤ちゃんのお風呂の
入れ方（実習）、パパ
の妊婦体験	
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ひ
た
ち
な
か
地
区
サ
イ
ク
ル･

ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す

期
日
▼
３
月
２
日（
土
）･

３
日（
日
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
▼
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園

内
容
▼
自
転
車
の
市
民
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、

三
輪
車
の
ち
び
っ
こ
ス
プ
リ
ン
ト
レ
ー

ス
や
チ
ー
ム
対
抗
１
時
間
耐
久
レ
ー

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
文
化
を
広
め
よ
う
と

活
動
し
て
い
る「
劇
団
と
み
か
る
」で
は
、

“
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
ま
つ
り
”を
開
催
し
ま
す
。

日
時
▼
３
月
16
日（
土
）	

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
未
就
学
児
の
入
場
も
可
能
で
す
。

劇
団
と
み
か
る（
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

内	

☎
282
局
８
５
１
１	

tom
ical.

office@
gm
ail.com

）

劇
団
と
み
か
る｢

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

ま
つ
り
２
０
１
３
in
絆
」を
開
催

日
時
▼
３
月
10
日（
日
） 

午
後
２
時
開
演

（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

演
奏
曲
▼「
エ
ル
ザ
の
大
聖
堂
へ
の
行
列
」「
リ

バ
ー
ダ
ン
ス
」「
デ
ィ
ス
コ･

パ
ー
テ
ィ
ー
Ⅲ
」

「
Ｔ
Ｖ
＆
シ
ネ
マ･

ヒ
ッ
ツ
」ほ
か

指
揮
者
▼
原
進
さ
ん（
洗
足
学
園
音
楽
大

学
講
師
）ほ
か

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
▽
未
就
学
児
の
入
場
も
可
能
で

す
。▽
駐
車
場
は
県
立
東
海
高
等
学
校
、

東
海
南
中
学
校
も
利
用
で
き
ま
す
。

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

東
海
村
吹
奏
楽
団「
第
６
回
春
の

演
奏
会
」を
開
催

特
別
展「
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ

な
い
」を
開
催
し
て
い
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
―
―
忘
れ
て

は
い
け
な
い
こ
と
を
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
３
月
31
日（
日
）ま
で（
村
立
図
書

館
の
休
館
日
を
除
く
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
７
時（
土･

日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

場
所
▼
村
立
図
書
館

内
容
▼
村
内
の
小
中
学
校
を
巡
回
し
て
展

示
し
た
津
波
や
地
震
の
被
害
状
況
を
ま

と
め
た
写
真
な
ど
の
ほ
か
、
宇
田
川
民

生
さ
ん（
木
版
画
家
）が
東
日
本
大
震
災

を
モ
チ
ー
フ
に
描
い
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
作

品
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

入
場
料
▼
無
料

生
涯
学
習
課
文
化･

ス
ポ
ー
ツ
振
興
担

当（
内
線
１
４
２
２
）

３
月
３
日（
日
）に
東
海
村
文
化
協
会
主

催
の「
子
ど
も
芸
術
祭
」を
開
催
し
ま
す

【
ス
テ
ー
ジ
発
表
】

　

村
内
の
小
学
生
に
よ
る
、
フ
ラ
ダ
ン
ス･

チ
ア
ダ
ン
ス･

モ
ダ
ン
バ
レ
エ･

よ
さ
こ
い
舞･

カ
ラ
オ
ケ
の
体
験
発
表
会
で
す
。

時
間
▼
午
後
１
時
30
分
開
演（
午
後
１
時

開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
無
料

【
作
っ
て
み
よ
う
！
手
芸
小
物
】

　

村
内
の
小
中
学
生
を
対
象（
各
先
着
20
人
）

に
、
お
財
布（
革
工
芸
）、
マ
フ
ラ
ー（
編
み
物
）、

ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト（
洋
裁
）を
作
る
講
座
で
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
正
午

場
所
▼
中
央
公
民
館

費
用
▼
各
５
０
０
円
／
人（
材
料
費
）

【
お
茶
と
お
菓
子
の
い
た
だ
き
か
た
】

　

村
内
の
小
中
学
生
を
対
象（
先
着
60
人
）

に
、
お
茶
会
の
作
法
の
説
明
を
受
け
な
が

ら
、
お
茶
席
を
体
験
す
る
講
座
で
す
。

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
▼
中
央
公
民
館

費
用
▼
３
０
０
円
／
人（
お
茶･

お
菓
子
代
）

日
時
▼
３
月
５
日（
火
） 

午
前
10
時
～
11
時

場
所
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
絆
」

対
象
▼
村
内
在
住
の
高
校
生

定
員
▼
先
着
６
人
程
度

内
容
▼
１
歳
前
後
の
幼
児
を
抱
っ
こ
し
た

り
、ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
し
ま
す
。

参
加
費
▼
無
料

・

３
月
４
日（
月
）ま
で
に
児
童
セ
ン

タ
ー（
☎
306
局
１
０
１
７
）へ
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

「
高
校
生
の
あ
か
ち
ゃ
ん
触
れ
合
い

体
験
」を
実
施

「
矢
代
貴
司
さ
ん
の
お
話
し
会
～
育
メ
ン･

育
ジ
イ
大
歓
迎
！
～
」を
開
催

　

県
の「
読
み
聞
か
せ
コ
ン
ク
ー
ル
」で
県
知

事
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
が
あ
る
方
の
お
話

し
会
で
す
。パ
パ
や
お
じ
い
さ
ん
を
は
じ
め
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
▼
３
月
９
日（
土
） 

午
後
１
時
30
分

～
３
時

場
所
▼
村
立
図
書
館

対
象
▼
小
学
生
以
下
の
方
と
そ
の
保
護
者

入
場
料
▼
無
料

そ
の
他
▼
お
話
し
会
の
後
、
矢
代
さ
ん
が

来
場
者
か
ら
の
読
み
聞
か
せ
に
関
す
る

質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

教
養･

ス
ポ
ー
ツ

ス
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
、
特
産
品
の
販
売
な
ど

そ
の
他
▼
イ
ベ
ン
ト
等
の
詳
細
は
、
ひ
た
ち

な
か
地
区
サ
イ
ク
ル･

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://hitachinaka-

csf.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
整
備
課（
☎
301
局

２
７
７
２
）

【

】

　

東
海
村
文
化
協
会
事
務
局（
東
海
文
化

セ
ン
タ
ー
内	

☎
282
局
８
５
１
１
）※
事
前

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

村
立
図
書
館（
☎
282
局
３
４
３
５
）※
事

前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
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世
界
最
高
峰
の
講
師
に
よ
る
ピ
ア
ノ
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
レ
ッ
ス
ン
風
景
の
一
部

が
公
開
さ
れ
る
ほ
か
、
講
師
や
受
講
生
に

よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

期
日
等
▼
３
月
22
日（
金
）…
ザ
ハ
ー
ル･

ブ
ロ
ン
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル	

３

月
23
日（
土
）…
パ
ス
カ
ル･

ド
ゥ
ヴ
ァ

イ
ヨ
ン
＆
村
田
理
夏
子
ピ
ア
ノ
デ
ュ

オ
コ
ン
サ
ー
ト
、
ド
ン･

ス
ー
ク･

カ
ン

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）＆
パ
ス
カ
ル･

ド
ゥ

ヴ
ァ
イ
ヨ
ン（
ピ
ア
ノ
）デ
ュ
オ
コ
ン

サ
ー
ト	

３
月
24
日（
日
）…
青
柳
晋す

す
む（

ピ

ア
ノ
）ミ
ニ
リ
サ
イ
タ
ル
、
ス
ペ
シ
ャ

ル･

ガ
ラ･

コ
ン
サ
ー
ト	

３
月
29
日（
金
）

…
ジ
ュ
ネ
ス･

コ
ン
サ
ー
ト

場
所
▼
笠
間
公
民
館（
笠
間
市
石
井

２
０
６
８
‐
１
）

そ
の
他
▼
出
演
者
等
が
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル
国
際
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
in
か
さ
ま
実
行
委
員
会
事
務
局

（
笠
間
市
教
育
委
員
会
内	

☎
０
２
９
６

‐
７
７
‐
１
１
０
１	

http://w
w
w
.

city.kasam
a.lg.jp/m

usicalp/

）

笠
間
市
●
ク
ー
ル
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ル

国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
in
か
さ
ま

水
戸
市
●
水
戸
の
梅
ま
つ
り

　

今
年
の「
水
戸
の
梅
ま
つ
り
」は
、
３
月

31
日（
日
）ま
で
、
偕
楽
園
や
弘
道
館
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。
季
節
和
ら
ぐ
早
春
に

咲
き
出
す
梅
花
が
春
の
訪
れ
を
告
げ
て
く

れ
ま
す
。

内
容
▼
野
外
琴
の
会
や
野
点
茶
会
、
撮
影

会
と
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
、
園
内
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
な
ど

そ
の
他
▼
３
月
８
日（
金
）か
ら
10
日（
日
）

ま
で
、
常
磐
神
社（
水
戸
市
常
磐
町
１
‐

３
‐
１
）で
、
全
国
の
酒
蔵
が
出
品
す
る

梅
酒
を
試
飲（
有
料
）し
、
投
票
に
よ
り

１
位
を
決
め
る「
水
戸
の
梅
ま
つ
り
梅

酒
大
会
２
０
１
３
」も
開
催
さ
れ
ま
す
。

水
戸
の
梅
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
社
団
法
人
水
戸
観
光
協
会
内	

☎
224
局

０
４
４
１
）

と
な
り
の
ま
ち
か
ら

「
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委
員
会
」と
は
、

高
齢
者
自
ら
が
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
関
す

る
事
業
を
企
画
、
実
施
す
る
委
員
会
で
す
。

対
象
▼
県
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上

募 集

「
高
齢
者
は
つ
ら
つ
百
人
委

員
会
」委
員
募
集

で
、
委
員
会
の
活
動
に
出
席
で
き
る
方

（
地
方
公
共
団
体
の
長
と
議
員
、
委
員

を
５
期
務
め
た
方
を
除
く
）

任
期
▼
４
月
か
ら
平
成
27
年
３
月
末
日
ま
で

そ
の
他
▼
報
酬･

交
通
費
等
の
支
給
は
あ

り
ま
せ
ん
。

・

は
が
き
に
、
郵
便
番
号･

住
所･

氏

名（
ふ
り
が
な
）･

年
齢･

性
別･

電
話
番
号

と
、
応
募
の
動
機･

活
動
の
抱
負･

社
会

活
動
歴
等
を
明
記
し
、
３
月
８
日（
金
）

（
消
印
有
効
）ま
で
に
、
社
会
福
祉
法
人

茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会･

茨
城
わ
く

わ
く
セ
ン
タ
ー（
〒
３
１
０
‐
８
５
８
６	

水
戸
市
千
波
町
１
９
１
８	

☎
243
局

８
９
８
９
）へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募 集

東
海
村
非
常
勤
職
員
募
集

業
務
内
容
等
▼
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
に
関
す

る
業
務
な
ど（
１
人
）

雇
用
要
件
▼
①
Ⅰ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
環
境

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
管
理
業
務
の

経
験
を
有
す
る
②
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー
ド･

エ
ク
セ
ル･

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
）の
基
本

的
な
操
作
が
で
き
る
③
普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
有
す
る
―
―
を
満
た
す
方

雇
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月

31
日（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

勤
務
日
時
▼
原
則
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時（
週
30

時
間
勤
務
）

報
酬
等
▼
報
酬
…
月
額
23
万
３
０
０
０
円	

諸
手
当
…
通
勤
手
当	

福
利
厚
生
…
社

会
保
険（
健
康
保
険･

厚
生
年
金
保
険
）･

雇
用
保
険
に
加
入

選
考
方
法
▼
３
月
17
日（
日
）に
面
接
試
験

を
行
い
ま
す
。

・

３
月
15
日（
金
）ま
で（
土･

日
曜
日

を
除
く
）の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
に
、
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）と

職
務
経
歴
書
を
持
参
の
上
、
環
境
政
策

課
環
境
計
画
推
進
担
当（
役
場
行
政
棟

４
階	

内
線
１
４
５
３
）へ
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

そ
の
他

　
“
Mr.
サ
マ
ー
タ
イ
ム
”な
ど
の
ヒ
ッ
ト
曲
で

知
ら
れ
る
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ「
サ
ー
カ
ス
」

―
―
２
０
１
３
年
は
東
海
村

の
ス
テ
ー
ジ
を
皮
切
り
に
、

ツ
ア
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

期
日
▼
５
月
18
日（
土
）

時
間
▼
午
後
３
時
開
演

　
（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

場
所
▼
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
▼
一
般
…
４
５
０
０
円
／
人	

高

校
生
以
下
…
２
５
０
０
円
／
人	

※
座

席
は
全
席
指
定
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
▼
▽
未
就
学
児
の
入
場
は
で
き
ま

せ
ん
。
▽
保
育
サ
ー
ビ
ス（
１
０
０
０

円
／
人
）を
ご
希
望
の
方
は
、
５
月
11

日（
土
）ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・

３
月
９
日（
土
）の
午
前
９
時
か
ら
、

東
海
文
化
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
８
５
１
１
）

窓
口
で
入
場
券
を
発
売
し
ま
す
。
残
券

が
あ
っ
た
場
合
の
み
、
同
日
午
後
１
時

か
ら
電
話
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

「
サ
ー
カ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３
～
あ
な
た

と
つ
な
が
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
～
」を
開
催
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真崎、村松北、白方、宿、岡、原子力機構（箕輪･百塚･荒谷台）、真砂寮、権現山寮、
南台、緑ヶ丘、押延、須和間、川根、照沼、豊岡、亀下、フローレスタ須和間 （毎週）	月曜日・木曜日
舟石川１、舟石川２、舟石川３、舟石川中丸、百塚、豊白、原子力機構（長堀）、
長堀寮、外宿１、外宿２、船場、竹瓦、内宿１、内宿２ （毎週）	火曜日・金曜日

３月の資源物･ごみ収集日割表 問い合わせ　ごみゼロ推進室（☎282-7289）

真崎、村松北、権現山寮、真砂寮、原子力機構（荒谷台） 1日・15日
原子力機構（長堀）、長堀寮、舟石川３、外宿１、外宿２、
竹瓦 4日・18日

緑ヶ丘、南台、豊岡、亀下 5日・19日
百塚、豊白、内宿１、内宿２ 7日・21日
白方、岡、原子力機構（百塚） 8日・22日
舟石川１、船場 11日・25日
宿、川根、照沼、押延、須和間、フローレスタ須和間、
原子力機構（箕輪） 12日・26日

舟石川２、舟石川中丸 14日・28日

燃えないごみ･粗大ごみ
真崎、村松北、舟石川中丸、
外宿２

1日・8日
15日・22日

船場、照沼 1日・15日
原子力機構（長堀･荒谷台･
箕輪）、須和間、フローレス
タ須和間

4日・11日
18日・25日

緑ヶ丘 4日・18日
白方 11日・25日

舟石川１、原子力機構（百塚） 5日・12日
19日・26日

宿、押延、岡 5日・19日

外宿１ 12日・26日

内宿１、亀下 6日・13日
20日・27日

百塚、内宿２、豊岡、舟石川３ 6日・20日
竹瓦 13日・27日

舟石川２ 7日・14日
21日・28日

南台、川根 7日・21日
豊白 14日・28日
※各回収日の午前７時から８時30分まで
に出してください。

資 源 物

燃えるごみ ※祝日の収集も行います。

　

冬
の
寒
さ
も
少
し

落
ち
着
き
始
め
、
気

付
い
た
ら
手
が
ガ
サ

ガ
サ
な
ん
て
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

冬
場
は
い
つ
も
以

上
に
小
ま
め
に
手

洗
い
、
消
毒
な
ど

を
す
る
の
も
手
荒
れ
の
原
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
爪
も
同

様
に
乾
燥
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
普

段
あ
ま
り
意
識
さ
れ
な
い“
爪
”に
つ

い
て
お
話
し
し
て
い
き
ま
す
。

■
爪
の
役
割

　

私
た
ち
の
体
に
は
生
き
て
い
く

上
で
必
要
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
爪
に
も
な
く
て
は

な
ら
な
い
働
き
が
あ
り
ま
す
。
爪
は

私
た
ち
人
間
だ
け
に
あ
る
も
の
で

は
な
く
、
多
く
の
動
物
に
さ
ま
ざ
ま

な
爪
が
あ
り
、
獲
物
を
捕
る
た
め
、

木
に
ぶ
ら
下
が
る
た
め
な
ど
必
要

な
意
味
が
あ
っ
て
付
い
て
い
る
も

の
で
す
。
人
間
の
爪
の
役
割
は
大
き
く

分
け
て
２
つ
あ
り
ま
す
。

●
指
先
を
保
護
す
る

●
細
か
い
作
業
が
可
能
に
な
る

　

爪
が
あ
る
こ
と
で
適
度
な
力
を
加
え

て
物
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
り
細
か

い
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。も
し
、爪
が
一
つ
で
も
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
ら
、
力
が
入
ら
ず
物
を
取

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。ま
た
、

足
の
爪
が
欠
け
た
場
合
は
、
爪つ

ま
さ
き先

に
力

が
入
ら
ず
、
歩
く
こ
と
、
体
を
支
え
る

こ
と
は
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

毎
日
気
に
留
め
て
見
る
こ
と
も
少

な
い
爪
で
す
が
、
と
て
も
重
要
な
役

割
が
あ
る
の
で
す
。

■
爪
が
伸
び
る
速
さ
っ
て
？

　

手
の
爪
は
、
成
人
で
１
日
に
平
均

０･

１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
伸
び
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
足
の
爪
は
そ
の

半
分
伸
び
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
爪

を
伸
ば
し
過
ぎ
る
と
、折
れ
た
り
、引
っ

掛
か
っ
た
り
、
汚
れ
が
た
ま
り
や
す
く

な
っ
た
り
し
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は

白は
く
せ
ん癬

な
ど
の
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
定
期
的
に
爪
を
見
て
安
全･

清
潔
に
保
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
爪
切
り
の
ポ
イ
ン
ト

　

お
風
呂
上
り
な
ど
爪
が
柔
ら
か
い

状
態
の
と
き
に
爪
切
り
を
行
う
の
が

お
勧
め
で
す
。
ま
た
、
爪
の
白
い
部
分

が
約
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
残
る
よ
う
に
切

る
の
が
一
般
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

爪
の
形
に
つ
い
て
は
、
巻
き
爪
予
防
の

た
め
、
爪
の
角
を
落
と
さ
な
い
こ
と
が

重
要
で
す
。
特
に
足
の
爪
は
、
体
や
履

物
に
よ
っ
て
圧
迫
さ
れ
る
た
め
、
巻
き

爪
に
な
り
や
す
い
の
で
注
意
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
爪
で
分
か
る
健
康
状
態

　

そ
も
そ
も
爪
は
皮
膚
が
変
化
し
て
生

ま
れ
た
も
の
で
、
主
成
分
は
タ
ン
パ
ク

質
で
で
き
て
い
ま
す
。
爪
は
、
健
康
の

鏡
と
も
い
わ
れ
、
爪
の
色
や
状
態
に

よ
っ
て
健
康
状
態
が
分
か
る
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
、
と
て
も
重
要
な
機
能
を
担
っ

て
い
ま
す
。
健
康
な
爪
の
状
態
は
、
薄

い
ピ
ン
ク
色
で
、
表
面
が
滑
ら
か
で

す
。
手
の
爪
が
生
ま
れ
変
わ
る
に
は
約

半
年
、
足
の
爪
で
は
、
約
１
年
～
１
年

半
か
か
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
爪
は
過

去
の
健
康
状
況
や
生
活
状
況
な
ど
こ
れ

ま
で
の
自
分
の
姿
を
表
し
て
い
る
と
い

え
ま
す
。
ま
た
、
爪
の
状
態
に
は
次
の

よ
う
な
原
因
が
あ
り
ま
す
。

●
縦
線
が
入
る
…
加
齢
に
よ
る
も
の

●
横
線
が
入
る
…
栄
養
不
足

●
爪
が
割
れ
や
す
い
…
乾
燥
、冷
え
性
、

貧
血
、
水
を
使
う
作
業
が
多
い
な
ど

　

体
の
調
子
が
悪
い
と
き
、
爪
を
見
る

と
何
ら
か
の
症
状
が
出
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
時
に
は
自
分
の
指
先
を
見

て
、
自
分
の
体
の
健
康
状
況
を
振
り

返
っ
て
み
る
の
も
必
要
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎
282
局
２
７
９
７
）
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毎日爪を見ていますか？
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〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

〈東海村公式ホームページ〉　http://www.vill.tokai.ibaraki.jp/

「広報とうかい」は、環境に配慮して「植物油インキ」と「古紙パルプ配合率100％再生紙」を使用しています。

国
道
６
号
で
久
慈
川
に
架
か
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
橋
は
榊
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
昭
和
５

（
１
９
３
０
）年
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

橋
に
な
っ
た
時
に
石
神
の
神
と

対
岸
の
下
土
木
内
の
木
を
組
み

合
わ
せ
て
命
名
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
前
に
は
木
造
の
橋
が
明
治

29（
１
８
９
６
）年
以
来
架
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
で
は
、
そ
の
こ

ろ
は
何
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で

し
ょ
う
か
。
大
正
14（
１
９
２
５
）

年
～
昭
和
８（
１
９
３
３
）年
ご

ろ
、
那
珂
郡
野
口
尋
常
高
等
小

学
校
の
教
員･
島
す
え（
号
秋
琴
、

城
里
町
石
塚
出
身
）は
次
の
よ

う
な
和
歌
を
作
っ
て
い
ま
す
。

水
清
き
ゴ
ジ
ン
ヤ
橋
の
思
い

出
よ石

上
坂
は
暮
れ
て
下
り
し

（
島
俊
雄『
島
光
之
介
家
の
略
歴
』）

石
上
坂
は
石
神
外
宿
の
橋
に
至
る
坂
の
こ
と
で
す
の

で
、「
ゴ
ジ
ン
ヤ
橋
」と
は
こ
の
近
く
に
江
戸
時
代
に

あ
っ
た
石
神
陣
屋
に
ち
な
ん
だ「
御
陣
屋
橋
」と
い
う
意

味
で
し
ょ
う
。
お
そ
ら
く
、
よ
そ
か
ら
来
た
人
に
は
こ

の
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
片
仮
名

で
書
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
国

道
６
号
の
西
側
の
外
宿
浄
水
場（
石
神
外
宿

字
塚
越
）西
の
畑
が「
御
陣
屋
畑
」と
い
わ
れ

て
い
る
の
で
こ
こ
に
石
神
陣
屋
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
近
年
こ
の
そ
ば
に
教

育
委
員
会
に
よ
り「
石
神
陣
屋
跡
」の
立
看

板
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
陣
屋
は
享
和
２（
１
８
０
２
）年
に
建

て
ら
れ
郡
奉
行･

手
付･

手
代
が
在
勤
し
石
神

組
85
か
村（
日
立
市･

東
海
村･

常
陸
太
田
市
南

部･

那
珂
市
北
東
部･

ひ
た
ち
な
か
市
北
部
）を

管
轄
し
て
い
ま
し
た
。
石
神
外
宿
は
江
戸
時

代
に
は
岩
城
相
馬
海
道
の
要
所
で
し
た
。
こ

の
地
に
陣
屋
を
建
て
よ
う
と
郡
奉
行
所
一
行

が
予
定
地
を
検
分
し
た
時
に
、
キ
ツ
ネ
の
す

み
か
と
な
っ
て
い
た
古
塚
を
取
り
壊
そ
う
と
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
そ
の
夜
キ
ツ
ネ
た
ち
が
人
間
に
化
け
て
船
渡
し
の

舟
子
を
呼
び
出
し
、
舟
に
乗
り
上
流
に
引
っ
越
し
を
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す（
小
宮
山
楓ふ

う

軒け
ん「
楓
軒
紀
談
」二
）。

高
橋
　
裕
文

東
海
村
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員

発
行　

東
海
村　
　

編
集　

総
務
部
総
務
課　

〒
３
１
９
‐
１
１
９
２　

那
珂
郡
東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号　

☎
０
２
９（
２
８
２
）１
７
１
１　
　

印
刷　

い
ば
ら
き
印
刷（
株
）

広
報 

と
う
か
い
2
月
25
日
号

久
慈
川
と「
御
陣
屋
橋
」

▲久慈川沿岸から見た榊橋

文化財の展示コーナー開設のお知らせ
　村立図書館の郷土資料コーナーに文化財の展示

コーナーができました。第１回目は照沼小学校の

敷地から出土した土器を展示します。普段は見る

ことのできない文化財ですので、郷土資料と併せ

てぜひご覧ください。

■期　　間	 ３月31日（日）まで（村立図書館の休
館日を除く）
■時　　間 午前９時30分～午後７時（土･日曜日
は午後５時まで）
■場　　所	 村立図書館（郷土資料コーナー）
■内　　容	 照沼小学校竣

しゅんこう

工記念～縄文土器の不思議～
■問い合わせ	 生涯学習課文化･スポーツ振興担当（☎282-1711	内線1423)

さまざまな縄文
土器


